
 
 

 

 

 

 

 

 ノートテイクが主流であった高等教育での情報保障支援

に、最近は手話通訳による支援の取組みを始める所が増え

てきています。その背景として、利用学生から手話で情報

を受けたいという声が増えてきたこと、ゼミや実習では位

置が固定となるパソコンノートテイクよりも手話通訳の方

が柔軟な対応ができること、ディスカッションでは、より

リアルタイムに情報が受け取れるので、発言の機会を得や

すいなどの理由があげられます。 

ここでは高等教育における手話通訳の必要性や手話通訳

による情報支援の特徴について考えてみましょう。 

手話とは 

（１）手話とはどんなもの？ 

手話通訳について考える前に、まず手話とはどういうも

のかを理解しておきましょう。 

手話は、ろう者の社会の中から生まれた自然言語です。

他の言語同様、複雑な文法や豊富な語彙を備えており、そ

の言語構造は日本語とは異なっています。手の動きにより

「単語」や、日本語の50 音にあたる「指文字」を表現し、

文法にあたる部分は、手だけでなく、上体と眉や口の動き

などで表します。 

手話は決してジェスチャーやパントマイムのような記号

の寄せ集めではありません。また、国や地域が異なれば手

話も異なり、方言や性差、世代差もみられます。もちろん、

抽象概念を語ったり、ジョークや皮肉を言い表すこともで

きますし、手話を使って高等教育レベルの授業を行うこと

もできます。ただ、特殊な専門領域で、これまで聴覚障害

者が進出してこなかった分野では、当然手話の語彙も未発

達のままです。このことは聴覚障害者をとりまく社会の問

題であり、手話の言語構造とは分けて考えなければなりま

せん。 

（２）手話を使う人は？ 

幼少時から、自然に手話に触れる環境で育った聞こえな

い人たちは、日常のコミュニケーションに手話を使用する

ようになります。こうした人たちの多くはろう学校に通い

ます。 

これに対し、手話に触れる機会がなく育つ人もいます。

これらの人たちは普通学校で学び、手話を使う人たちとの

交流はあまりない場合が多いようです。その場合、コミュ

ニケーション方法は一様ではありません。手話は使わずに、

補聴器で音声を聞き取り、口話を使う人もいますし、社会 

に出てから日本語対応手話を身につけて使うようになる

人などさまざまです。 

そのため、個々の学生のコミュニケーション上のニーズを

見極め、それに応じた手話通訳の利用を検討する必要があ

ります。 

→関連TipSheet「聴覚障害教育におけるコミュニケーション方法」 

手話通訳とは 

（１）通訳とは？ 

テレビなどで、自分の知らない国の言葉を日本語に訳し

て伝える通訳者を目にする機会がありますね。ここでは、

まず、通訳とはどんな作業なのか考えていきましょう。 

通訳が必要となるのは、異なる言語を用いるもの同士が

コミュニケーションを行う場合です。通訳者はお互いが話

を理解できるように、双方の間に立って一方の言語を翻訳

して他方に伝えます。 

≪通訳過程のイメージ≫ 

（起点言語）             （目標言語） 

 

  

 

 

通訳には、双方の言語を理解する力と表現する力を備え

ていることはもちろんのこと、理解したメッセージを瞬時

に別の言語に的確に翻訳する技術が必要です。そのため通

訳者は、高度な知識と技術が要求されます。メッセージを

正確に理解するために、日ごろから社会情勢に目を向け、

幅広い知識を備えていなければなりませんし、瞬時に言語

を翻訳できるための技術の研鑽も欠かせません。 

そして、通訳者に課せられた守秘義務を遵守することも

大切です。通訳の性質上、特異な場に存在することになる

ことが多く、普段は耳にしないような情報を知ることにな

ります。通訳者として知った内容は、決して他に漏らさな

いことになっています。 

（２）手話通訳の特徴 

手話通訳者は、ろう者の手話を日本語に変換して聴者に

伝え、聴者の日本語を手話に変換してろう者に伝えるとい

う双方向の変換を行っています。 

この時、音声言語間の通訳と大きく異なる点が1 つあり

ます。それは、手話通訳者は、話されたメッセージだけで

はなく、周囲の「音」情報をもろう者に伝えているからで

す。つまり、手話通訳者は、聞こえる者が耳から得ている

情報を、すべてろう者が目で見てわかる言葉にして伝えて

いるのです。そのために、手話通訳者は常にろう者から見

える位置に存在している必要があります。 

→関連TipSheet「情報保障の手段」 

高等教育における手話通訳 
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（３）高等教育における手話通訳 

高等教育機関は、将来の研究者となる者を育てる場です。

講義内容は専門分野に特化し、最先端の情報を取り扱うこ

とになります。学生は授業を受身で受講するだけではなく、

自分で研究や発表を行うための自発的な勉強が多くなりま

す。そして、試験やレポートをこなし単位を習得しなけれ

ばなりません。 

手話通訳者は専門分野の授業を理解して、手話に変換す

る力はもちろんのこと、学生がそこで何を学ぼうとしてい

るのかを知り、それを確実に伝える技術が求められます。 

また、事前に渡された資料を読み込み、通訳に臨む前に

自分で関連事項を調べたり、勉強できる学力も備えていな

ければなりません。通訳する授業の形態もさまざまですの

で、状況に応じた柔軟な対応も必要になってきます。 

このように、高等教育機関で通訳を行うためには、とて

も高いレベルの技術が必要になります。 

→関連TipSheet「手話通訳による情報保障」 

手話通訳を利用した授業 

 では、高等教育機関で手話通訳による情報保障を行うに

は、どのようなことに注意して進めればよいのでしょうか。 

（１）手話通訳派遣の手順 

まず、通訳者を依頼する方法を検討します。依頼の方法

は地域の派遣機関に依頼する、または学内で独自に通訳者

を探すなどがあります。詳しくは「手話通訳による支援」

のTipSheet で解説していますので、各大学・機関の方針

や予算の状況を考慮して検討して下さい。 

通訳の依頼方法が決まれば、あとはノートテイクなどに

よる情報保障と同様に、利用学生から要望のあった科目に

通訳者が配置できるようにコーディネートを行っていきま

す。通常は 1 コマを 2 人の通訳者で担当します。担当教

員には聴覚障害学生への理解と配慮を求める働きかけを行

います。 

授業が始まる前までに、教員と利用学生、支援担当者は、

何が必要か、どういう方法で授業を進めたらいいのかをあ

らかじめ話し合っておきます。特に授業を担当する教員に

は、通訳を見ながら授業を受ける学生への資料提示の方法

や、話し方の工夫が必要なこと等、できるだけ具体的に説

明しておくとよいでしょう。あわせて通訳者への事前の情

報提供についても協力をお願いできるとよいですね。 

      →関連TipSheet「授業における教育的配慮」 

「学期はじめのコーディネート業務」 

（２）手話通訳者への情報提供 

手話通訳を効果的に利用するには、さまざまな準備が必要

になってきます。授業を行う教員だけではなく、利用学生 

 

 

 

 

 

と支援担当者それぞれが行なわなければなりません。 

以下、準備が必要な内容を列挙します。 

◇概要をつかむための資料の提供 

①授業のシラバス…授業全体の概要をつかむために必要です。 

②テキスト…使用しない場合は、授業の内容を理解するため

の関連書物があるかどうか確認します。 

③当日使用する資料等…事前に提出してもらうようにあらか

じめ担当教員に依頼しておきましょう。 
◇理解の手がかりへの配慮 

①打合わせの確保…専門に特化した科目では、資料の内容

を通訳者が理解するための支援も必要になります。できる

かぎり、事前に打ち合わせ時間を取り、ある程度授業内容

を把握した上で通訳できる体制を整えます。 

②進行の確認…ビデオの使用、パワーポイントの使用等の

情報は、通訳者にとっては、通訳の方法を考える上での大

事な情報になります。他にグループでの話合いをするよう

な場合も事前に伝えておくとよいでしょう。 

③他の学生への依頼…ゼミなど学生が発表する時には、資

料の提出に協力してもらいましょう。作成が間に合わない

場合は、途中経過や過去の発表原稿でも構いません。完璧

な資料でなくてもよいので、通訳者が事前に勉強できる手

がかりとなるものを提示することを心がけましょう。 

④利用学生との打ち合わせ…利用学生が手話による発表

を行う場合は、前もって資料を渡し、できるだけ事前に打

ち合わせをしましょう。発表は内容だけでなく、使用する

言葉も評価の対象になってきます。自分が使いたい用語や

言い回しを確認しておくことで、通訳もスムーズになりま

す。 

⑤引継ぎ…授業は連続して行われます。次回の通訳者へ当

日の内容と次回の予定などを引継ぐ作業を忘れずに行いな

いましょう。 

 

よりよい情報保障を行うために 

このように、利用学生に他の学生と同じ情報を伝えるた

めには、多くの準備が必要になります。どれもよりよい情

報保障のためには欠かせないサポートなのです。日々の業

務の中ですべてをこなすのは大変なのですが、利用学生の

学ぶ環境を保障するということを何よりも尊重し、コーデ

ィネートを行っていければと思います。 
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